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No. 31 (1986) 

腫痛描画に用いられる金属錨体

松島美一

〔講演会『生物無機化学の潮流』 （日本薬学会他共催， 1985年11月，東京）特別講演〕

シンチグラフィーによる腫蕩診断の原理，用いられる放射性医薬品の現状，将来の見通しにつ

いて紹介した。広く用いられている放射性核種は非サイクロトロン核種で大部分が金属元素であ

る。従って，放射性医薬品は金属錯体ないし金属キレートである。その中で，演者等の開発した

99mTc錯体，特に EDDAを中心とするコンプレキサン類のキレート，につき錯体化学的性質，医

薬品としての特性を概説した。

HPLCを用いるパルビタール類の分離

米国利司子，三島史子，高井信治＊，永田佳子

菅田節朗，松島美一

〔第 1回 エル・ェス・ティ学会大会（1985年11月，東京）で発表〕

マイクロボアカラムを用いる高速液体グロマトグラフィー（HPLC）は徴量の試料の分析が可

能である。将来ベッドサイドで生体試料の薬物の定量をする臨床薬学において，その重要性が増

すものと期待されるので，マイクロポアカラムによるパルピタール類の分析の基礎的検討を行っ

た。

Barbital, phenobarbital, secobarbital, allobarbital,amobarbital, cyclobarbital, hexobarbital 

の混合物を試料として用いた。装置は Hitachi655-15，カラムサイズは 1×150mmであった。

充填剤は Hitachi-Gel3056を用し、，高速化のために Hitachi-Gel3056のベースに cs結合した

ゲル等についても併せて検討した。溶離液はアセトニトリルー水系を用いた。

C18では数種のパルピタールの分離された優れたクロマトグラムが得られた。 csカラムでは

極めて短時間に溶出されることが判明した。
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